
松江第三中学校 学校応援団 実践報告書 

                             

１ 校長及びコーディネーター氏名 

   松江第三中学校 校長    山口 孝 

   コーディネーター      上野 康雄 

 

２ ボランティア数（令和４年 1月末現在） 

学校応援団ボランティア数 
一般ボランティア ３０人 

学生ボランティア ０人 

 

３ 今年度の活動状況 

応援団の種類・名称 活 動 状 況(週、月、不定期) 
ボランティア数 

（実 人 数） 

登下校巡回見回り 不定期 ２０人 

環境整備 不定期 １０人 

行事支援 不定期（今年度は中止） ３０人 

祭礼パトロール 夏季休業中（今年度は中止） ２０人 

 

＜地域防災＞ 今年度は中止になりました。 

毎年消防署の方を招き、保護者や地域の方々に参加していただく訓練です。一昨年度は 11 月

に「煙ハウス」の体験訓練を中心に実施しました。見た目は何でもないような煙ですが、実際に

はハウスの中はほとんど視界がきかず、これが夜だったらと思うと恐怖さえ感じるほどでした。 

来年度は、学校応援団を含めた地域の方々にたくさん参加し、体験して頂けたらと思います。 

＜学校応援団感謝状贈呈＞ 

一昨年度（平成 30年度）、11月 1日の東京都教育の日に、平成 30年度学校活動支援団体に

対する感謝状贈呈式おいて、地域における児童・生徒の育成活動部門で、本校の学校応援団団

長、上野康雄様が感謝状を頂きました。これからも学校応援団、ＯＢ会、ＰＴＡ（現在、活動

休止中）の方々の活動支援を賜りますようよろしくお願い致します。 

 

＜花壇及び菜園＞ ※現在、整備中です 

２７年度より花壇を作り菜園として手入れをし、色々な作物を

育てています。また、四年前から「耕運機」を稼働させ、耕す時間

が大幅に減少できています。花壇隣には防災井戸も完成し、今後

の水やりに活用していきます。 

 



４ 今年度の成果と課題 

＜成 果＞ 

○花壇と菜園は、地域の方や園芸関係の方から手ほどきを受け、徐々に成果を出していくことが課

題です。次回の挑戦は「馬鈴薯」を収穫することです。他の作物の収穫も目指した取り組みをします。

数年後に松三中産の収穫物をお見せすることが出来るようにしていきます。 

○一昨年度、地域防災のボランティア活動に２１名の生徒が参加しました。また近隣小学校のボラ

ンティアには３３名の生徒が参加し、地域を盛り上げました。人の役に立ったり、人から喜んでもら

えたりすることは、自分にとってもやりがいや喜びにつながっていくものです。今年度は中止になり

ましたが、これからも多くの本校生徒が進んでボランティア活動に参加することを願っています。 

＜課 題＞ 

○三年前より、諸事情で三中フェスティバルを実施できていませんが、またの機会があれば、メン

バー全員で盛り上げて実施したいと考えています。学校応援団、ＯＢ会、ＰＴＡ（現在、活動休止中）

の方々は、お仕事を持ちつつ学校への協力ということでお忙しい時間のやりくりをして頂く中、どう

時間を捻出し、効果的に色々な取組みにしていくかが今後の課題となります。 

 

５ コーディネーターより   

   学校応援団として、祭礼パトロール、三中フェスティバルへの協力、菜園の定期的な管理をしてき

ましたが、平成３０年度に東京都教育委員会より学校活動支援団体に対する感謝状を頂くことができ

ました。校長先生からは「何かあったときに助けてくれる学校応援団でいてください。」という言葉を

いただいておりますので、これからも、松江三中の生徒たちを見守り、先生方やＰＴＡ（現在、活動

休止中）からの要請があればいつでも協力できる体制を整えています。 

   今後も活動内容を工夫しながら「松江三中の生徒たちに見てもらえ、参加してもらえる」活動を目

指していきたいと思います。 

 

６ 学校長より   

   今年度も、コロナ禍で様々な学校行事・地域行事が中止になりました。大変残念でした。しかし、

本校の教育活動を様々な側面からご支援いただきながら、子供たちを地域で見守っていただきました。 

いつも思うことですが、ほとんどの応援団の皆様がお仕事を持っていらっしゃり、たいへんお忙

しい中にもかかわらず、いつも松江三中のためにと気にかけていただいており、本当に頭の下がる

思いです。これからも子供たちのために、本校教育活動にご協力いただきながら「何かあったとき

に助けてもらえる学校応援団」でいていただけるよう、心よりお願い申し上げます。

 


